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道
議
会
最
大
会
派
の
自
民
党
・
道
民
会
議
（
五

十
三
人
）
が
十
月
四
日
の
議
員
総
会
で
、
来
年
一

月
に
完
成
し
、
六
月
か
ら
使
用
開
始
を
予
定
す
る

新
し
い
道
議
会
新
庁
舎
の
会
派
控
室
に
、
喫
煙
所

を
設
置
す
る
こ
と
を
最
終
的
に
決
め
た
。
喫
煙
所

は
「
会
派
」
専
用
で
、
議
会
を
傍
聴
す
る
道
民
は

使
え
な
い
と
み
ら
れ
る
。「
議
員
特
権
」
以
外
の

何
者
で
も
な
く
、
あ
き
れ
る
の
を
通
り
越
し
て
、

「
こ
れ
が
道
民
の
代
表
か
」
と
情
け
な
い
気
持
ち

に
な
る
。

　

七
月
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
た
改
正
健
康
増
進
法

で
は
、
行
政
機
関
の
敷
地
内
が
全
面
禁
煙
と
な
っ

た
が
、
議
会
庁
舎
は
「
議
決
機
関
」
だ
と
し
て
対

象
外
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
北
海
道
新
聞
の
七
月

の
世
論
調
査
で
新
し
い
道
議
会
庁
舎
に
つ
い
て
、

建
物
内
へ
の
喫
煙
所
設
置
に
反
対
す
る
声
が
八
割

以
上
を
占
め
た
。

　

道
議
会
に
は
希
望
会
派
は
喫
煙
所
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
取
り
決
め
が
あ
り
、
当
初
は

自
民
会
派
と
民
主
・
道
民
連
合
（
二
十
七
人
）
が

設
置
を
希
望
。
北
海
道
結
志
会
（
九
人
）、
公
明

党
（
八
人
）、
共
産
党
（
三
人
）
の
三
会
派
は
敷

地
内
全
面
禁
煙
を
主
張
し
た
。
こ
れ
が
報
道
で
伝

え
る
と
、
自
民
、
民
主
両
会
派
に
支
持
者
ら
か
ら

批
判
が
殺
到
。
民
主
会
派
は
方
針
転
換
し
、
喫
煙

所
設
置
を
求
め
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

　

自
民
会
派
の
複
数
の
議
員
か
ら
も
「
支
持
者
か

ら
『
喫
煙
所
を
設
置
す
る
な
ら
次
の
選
挙
で
支
援

し
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」「
事
務
所
に
批
判
の
電

散 射 韻

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
。
今
は
道
民
世
論
の
大

多
数
が
反
対
し
て
い
て
も
、「
次
の
選
挙
ま
で
の

三
年
半
の
間
に
、
喫
煙
所
の
こ
と
な
ん
て
忘
れ
る

だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
四
月

の
道
議
選
で
は
、
自
民
会
派
の
三
分
の
一
以
上
の

二
十
人
が
無
投
票
当
選
。「
道
民
の
声
」
と
向
き

合
う
必
要
も
な
い
と
い
う
訳
だ
。

　

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
支
持
団
体
、
北
海
道
医

師
会
の
長
瀬
清
会
長
の
猛
反
発
を
押
し
切
っ
た
の

も
、
次
の
選
挙
ま
で
の
三
年
半
、
医
療
関
連
の
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
与
党
会
派
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。
端
的
に
言
う
と
、
支
持
者
、
有

権
者
、
道
民
を
甘
く
見
て
い
る
の
だ
。

　

道
議
会
に
は
来
年
二
月
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例

案
が
提
案
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
保
育
所

や
幼
稚
園
、小
中
高
校
な
ど
の
敷
地
内
完
全
禁
煙
、

二
十
歳
未
満
の
者
が
い
る
場
所
で
は
喫
煙
し
な
い

―
な
ど
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
る
見
通
し
だ
が
、

自
民
会
派
の
議
員
が
条
例
案
に
つ
い
て
語
る
資
格

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
条
例
案
を
巡
っ
て
は
、
当
初

は
全
会
派
一
致
で
の
議
員
提
案
を
目
指
し
て
議
論

を
進
め
た
が
、
自
民
会
派
の
「
喫
煙
派
」
の
反
対

で
つ
ぶ
れ
た
経
緯
も
あ
る
。

　

か
く
い
う
自
分
も
喫
煙
者
だ
。
職
場
や
家
庭
で

道
議
会
庁
舎
の
喫
煙
所
問
題
が
話
題
に
上
が
る

と
、
自
分
も
白
い
目
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
こ
の
嫌
な
思
い
は
三
年
半
後
も
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

＜

魚＞

話
が
掛
か
っ
て
く
る
」
と
の
声
が
漏
れ
、
議
会
庁

舎
の
管
理
者
の
鈴
木
直
道
知
事
も
村
田
憲
俊
議
長

に
「
税
金
で
喫
煙
所
を
造
る
の
は
無
理
」
と
宣
言
。

自
民
会
派
も
設
置
を
断
念
す
る
可
能
性
が
高
い
よ

う
に
思
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
民
会
派
の
設
置
推
進
派
は
、
知

事
の
言
葉
の
逆
手
を
取
っ
て
「
税
金
を
使
わ
な
け

れ
ば
設
置
で
き
る
」
と
解
釈
。
日
本
た
ば
こ
産
業

（
Ｊ
Ｔ
）
北
海
道
支
社
か
ら
喫
煙
所
の
寄
贈
を
受

け
、
電
気
代
な
ど
の
維
持
費
は
喫
煙
者
が
負
担
す

る
と
い
う
「
奇
策
」
を
編
み
出
し
た
。
設
置
推
進

派
に
は
知
事
選
候
補
の
擁
立
を
巡
り
、
鈴
木
氏
を

推
し
た
吉
川
貴
盛
・
自
民
党
道
連
会
長
と
対
立
し

た
道
議
が
多
く
、
次
第
に
多
数
派
を
形
成
。
会
派

内
で
の
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
で
設
置
賛
成
が
六
割

を
占
め
た
こ
と
を
受
け
、設
置
を
最
終
決
定
し
た
。

　

自
民
会
派
の
議
員
か
ら
は
、
道
民
世
論
の
反
対

の
声
を
無
視
し
て
喫
煙
所
設
置
を
決
め
た
理
由
に

つ
い
て
「
世
論
を
気
に
し
て
い
た
ら
、
意
見
の
割

れ
る
改
憲
問
題
な
ど
の
議
論
が
で
き
な
い
」
と
の

声
も
聞
こ
え
る
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
と
憤
り

を
感
じ
る
。
意
見
が
割
れ
る
問
題
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
互
い
の
意
見
の
違
い
を
認
め
合
い
、
議
論

を
深
め
る
こ
と
で
一
致
点
を
見
い
だ
す
努
力
が
必

要
だ
。
そ
れ
が
「
政
治
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

反
対
意
見
に
耳
を
ふ
さ
ぎ
、独
断
専
行
に
走
る「
政

治
家
」
な
ど
一
利
も
な
く
百
害
し
か
な
い
。

　

そ
も
そ
も
今
回
、
自
民
会
派
が
喫
煙
所
設
置
を

決
め
た
背
景
に
は
、
道
議
選
が
終
わ
っ
た
直
後
と

三年半後も忘れない


